








神学体系を構築したハンス・ウルス・フォン・バルタザール（Hans Urs von 


































New Catholic Encyclopedia, second edition, 5, p. 58.）。economy の語 そのものを避けて
administrationがオイコノミアの訳語として用いられることもある（例：Robert L. Calhoun, 
Scripture, Creed, Theology: Lectures on the History of Christian Doctrine in the First 






























 4 H. Kuhli, Art. «οἰκονομία», in: Holst Balz u. Gerhard Schneider （Hrsg.）, 
Exegetisches Wörterbuch zum Neuen Testament (EWNT), Stuttgart 32011, S. 1221f.





























 8 Karl Rahner, Bemerkungen zum dogmatischen Traktat “De Trinitate”, in: Ders., 
Schriften zur Theologie IV, Einsiedeln-Zürich-Köln 1960, S. 115.
 9 たとえば、ヨハネによる福音書へのグノー シス主義の強い影響を主張するブルトマンに対
する名誉教皇ベネディクト16世の反論（里野泰昭訳『ナザレのイエス』春秋社、2008年、286
頁以下参照）。





























11 Michael Beintker, Art. «V. Alte Kirche bis Reformationszeit: Herrschaft Gottes/
Reich Gottes», in: TRE 15. S. 219.
加　納　和　寛100
事典であるEKL（Evangelisches Kirchenlexikon、第一版1955-1959、改訂第三版





されるRE（Realenzyklopädie für protestantische Theologie und Kirche、第一版1854-
1866、全22巻、第二版1877-1888、全18巻、第三版1896-1909、全22巻及び補巻2巻）
においてもやはり経綸は見出し語に登場したことがない。














12 vgl. Wolfhart Pannenberg, Art. «VIII. Systematisch-theologisch: Geschichte / 






































Catholic Encyclopedia, Second Edition）では、いわゆる事典の一列（半頁）を費や
して、聖書から古代および現代に至る経綸論を解説している14。ドイツ語圏で最


















14 NCE2: 5, pp.58.
15 Eva-Maria Faber, Art. «Ökonomie（I）: I. Systematisch-t 15 heologisch», in: LThK 7, 
S. 1014f.














































































































23 Albrecht Ritschl, Unterricht in der christlichen Religion: Studienausgabe nach der 1. 
Auflage von 1875 nebst den. Abweichungen der 2. und 3. Auflage. Einl. u. hrsg. v. Christine Axt-
Piscalar, Tübingen 2002, S. 80.
24 vgl. a. a. O., S. 13ff.























































































29 Adolf von Harnack, Marcion: Das Evangelium vom fremden Gott, Leipzig 21924 
（Nachdr. Darmstadt 1985）, S. 198. ここで言及されているネアンダ （ーAugust Neander, 
1789-1850）は、マルキオンを「真正なるプロテスタント（echter Protestant）」と評価している
（August Neander, Allgemeine Geschichte der christlichen Religion und Kirche : Bd. 1, Abt. 1, 






















































31 Karl Barth, Der Römerbrief, München 31923, S. 34
32 Hans-Joachim Kraus, Das Problem der Heilsgeschichte in der Kirchlichen 
Dogmatik, in: Antwort: Karl Barth zum siebzigsten Geburtstag am 10. Mai 1956, Zollingen-





































































































































































43 Hans Urs von Balthasar, Karl Barth: Darstellung und Deutung seiner Theologie, 
Einsiedeln 41976, S. 64.
44 vgl. Hans Urs von Balthasar, Herrlichkeit. Eine theologische Ästhetik: Band III, 2 
Theologie: Teil II, Neuer Bund, Einsiedeln/Trier 21988, S. 151ff.
45 vgl. a. a. O., S. 155.




























49 Goethes Gespräche, in: GA 1, Leipzig 21909, S. 434.
50 レーヴィット、前掲書、241頁。
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時間の経過に過ぎない、という見方こそが、実はキリスト教の経綸論の一側面
であるとレーヴィットは指摘しているのである。このレーヴィットの意見を、
経綸論を集成した教父の一人であるエイレナイオスの以下の言説と重ねること
ができるであろう。
　さて、人がヤコブ51のわざを学び知るなら、それら〔のわざ〕が無駄なこ
とではなく、〔神の救いの〕営みに満ちたものであることがわかるであろう。
……ヤコブがエサウ〔へ〕の祝福を取り去ったように、若い方の民も先の民
〔へ〕の祝福を父から盗んだのであった。そのため弟は兄から〔待ち伏せられ〕
たが、〔これも〕教会が同じことを〔同族の人々〕から被っているのと同様
である。……〔このキリストが先在者として〕かつては自分の族長と預言
者を通して、将来のことを予め型どり、また予め告げ知らせ、神の〔救いの〕
営みのうちで自分の〔果たすべき〕部分を予め実行し、〔こうして〕自分の
嗣業〔である人々〕が神に従い、世にあって異郷の人として暮らし、〔神〕
のみことばにつき従い、将来のことを予め示すことに慣れるようにさせた。
この方のもとで無駄なことや、何も指さないようなものは何もないのであ
る53。
51 旧約聖書の創世記に登場する人物。イスラエルの太祖アブラハムの孫。
52 ラテン語本文ではdispositioだが、失われたギリシャ語原典ではοἰκονομίαであったと推
定される（小林稔「エイレナイオス『異端反駁』第三巻　訳註」『キリスト教教父著作集　第
三巻I　エイレナイオス　異端反駁　第三巻』訳註10、教文館、1999年、131頁参照）。
53 前掲書、83-84頁。〔 〕は同書訳文のまま。
